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お知らせです！

　この時期重要なのは土づくりです。土づくりに必要な腐葉土やバーク堆肥等、冬のうちに施
用して土壌になじませましょう。土と混ぜることで堆肥にいる微生物と有機物が土に供給でき、
微生物の働きにより有機物を分解し、土の団粒構造が発達し、やわらかい土になってくるので
す。このように、やわらかい土壌にする為には、年１回は必ず施用しましょう。
　しかし、堆肥でも家畜糞主体のぼかし肥料等は、肥料としての性質が強く、完熟していない
未熟な堆肥は、施用してすぐに種まきや苗の植え付けを行ってしまうと生育障害を起こしてし
まう可能性があります。それを防ぐためにも少なくとも作付する前の２～３週間前までに施用し
て下さい。
　また、土壌のｐＨ矯正を目的とした石灰資材の施用は、野菜の種類により適正なｐＨが異なり、
それぞれの野菜に応じて確認をし、石灰も土壌になじませる為に堆肥とは時期をずらし１週間
前には施用して下さい。
　営農経済部では、pＨとＥＣを計測する簡単な土壌分析を行っておりますので、お気軽にご相
談下さい。

日毎に寒さが募り、畑に行くことが
辛いですが新年を迎え、今月から夏
野菜の栽培に向けた準備を始めま
しょう。

BIO FRESH1ふかふかBIO FRESH1ふかふか

土が団粒化し、養分吸収率がUP !土が団粒化し、養分吸収率がUP !

20kg 2,430円（税込）

微生物土壌改良資材 バイオフレッシュ1ふかふか微生物土壌改良資材 バイオフレッシュ1ふかふか 土壌復活！ 土力回復！

微生物の力で土をふかふかに！より良い土壌で作物作り！
有機質の分解を促進！残留肥料の吸収を促進！土壌の団粒化を促進！
バイオフレッシュ1ふかふかは、連作土壌に力を与える
放線菌や有用微生物を高密度に含有した土壌改良資材です。

微生物の力で土をふかふかに！より良い土壌で作物作り！
有機質の分解を促進！残留肥料の吸収を促進！土壌の団粒化を促進！
バイオフレッシュ1ふかふかは、連作土壌に力を与える
放線菌や有用微生物を高密度に含有した土壌改良資材です。

規格：20kg防散（簡易粒状）

使
用
方
法
堆肥作りの発酵促進材としても使用できます。堆肥作りの発酵促進材としても使用できます。

果菜類　花卉類　果樹類
葉菜類　根菜類
定植前の元肥投入時に散布し耕うんする。

300kg（15袋）／10a
200kg（10袋）／10a

共済部からのお知らせ

鳥獣被害対策は冬場がとても重要です！
＜集落で野生動物に餌を与えない取組を進めましょう＞

京都府野生鳥獣被害対策チーム
山城広域振興局企画調整室
南丹広域振興局企画調整室
中丹広域振興局企画調整室

丹後広域振興局企画調整室
京都林務事務所林務課

0774-21-3212
0771-22-0426
0773-62-2593

0772-62-4315
075-451-5724

シカやイノシシの生息数を減らすため、山で餌が少なくなる冬場にこそ、餌となるようなものは
与えないようにし、繁殖力を下げることが効果的です。

①野菜の収穫残渣（ざんさ）は、土にすき混
むなどして、食べられないようにしましょう
②生ゴミは、コンポストで堆肥化するなど、
放置しないようにしましょう

③稲刈り後に生えてくるひこばえは、耕転す
るか焼くなどしましょう
④収穫しない木の実（柿や栗など）を放置
しないようにしましょう

被害を受けた作物も
放置すれば、動物
の餌になってしまい
ます。

ひこばえは、イノシシ
やシカの大好物です。

土づくりの方法

この資料は概要を説明したものです。
詳細につきましては、「重要事項説明書（契約概
要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約
款」により必ずご確認ください。

※「ＪＡ共済連調べ」、「支払い実績平成29年10月30日現在」

支店名 支払共済金件数 支払共済金額合計（円）
813,449,221院学修
561,099,251茂賀上
838,813,591宮大

嵯峨野 54 16,488,969
162,075,18尾松
576,4882桂
498,037,34岡川
588,958,35院祥吉
276,709,13羽鳥上
811,461見伏
319,5611醐醍
161,6132部北科山
840,763,612枝大
182,5012店本

合計 149 46,714,198

平成２８年度雪害に対する共済金支払い実績
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※価格は当時のものとなります。


